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0．復習 
◎ sin波も cos波もたし合わせた波の振動数は基本振動数の整数倍になっている。 
◎ 上記と f360=ω からωも整数倍となっていることが分かる。 
◎ sin波と cos波をたし合わせ、波の上下移動を考慮すると以下の式が得られる。 
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◎ 上記の式を得られたことにより、 
『複雑な波を単純な波に分解』⇔『単純な波をたし合わせて複雑な波を形成』 

  を数式で表すことが可能となった。 
 
 
 

1．Grapesを用いて波を作図してみよう。 
◎ y1 = sinθを作図してみよう。 
 
 
◎ y1 = sinθを基本音の波の数式としたとき、純正五度はどのような式になるだろう
か？ 
 

 
 

 
 
 
◎ 純正五度のグラフを書いてみよう。 
 
 
◎ 基本音と純正五度の和音はどのような波形になるだろうか？作図してみよう。 
 Q. 周期はありましたか？  
 
 Q. 何かわかったことはありますか？ 
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2．自然の波(弦を弾いた音)を見てみよう。 

◎ 基本音の波はどのような波形になりましたか？Grapes のグラフと比べてどうで
すか？ 

 
 
 

 
◎ 純正五度の音の波は？ 

 
 
 

 
◎ 基本音と純正五度の和音の波は？ 

 
 
 
 

 
 

3．機械音ではどのような波形になっているだろうか？ 
◎ wavepaseriで見てみよう。 
¾ ドとソの和音は Grapesのグラフと比べてどのような違いがありますか？ 
  

 
 

¾ また、弦と比べてどうですか？ 
 
 
 
 

 
 
 

¾ 他の音での(ドとソ以外の)完全五度と比べてどうですか？ 
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4．音楽の波をみてみよう。 
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5．フーリエ 
≪J.B.J Fourier(ジャン･バプティスト･ジョセフ･フーリエ 1760－1830)≫ 
 

 
 
 
 
◎ フランス生まれ。 
◎ 8歳で孤児となる。 
◎ 『フーリエ級数』、『フーリエ変換』、『フーリエ

解析』。 
◎ 1789年、フーリエはナポレオンのエジプト遠征
に随行した。(フランス革命の時代) 

◎ 男爵の称号を授けられている。 
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